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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

(R1-がん対策―一般-001)分担研究報告書 

 

思春期・若年成人(AYA)世代がん患者の包括的ケア提供体制の構築に関する研究 

分担研究課題：AYA支援チームのモデル作成に関する研究 

研究分担者 石田也寸志 愛媛県立中央病院小児医療センター長 

 

研究要旨 本分担研究では、当院 AYAがん患者支援チームのモデル作成を試みることを目的とし

ている。引き続き院内職員への啓発と共に、造血細胞移植拠点事業で中国・四国の移植病院を対

象に妊孕性をテーマに取り上げ、院内リソースのみでは AYAがん患者への対応は困難なことから

地域妊孕性温存ネットワーク会議を開催している。がんサポートサイト愛媛に「AYA世代対がん」

に対する支援情報をがんサポート愛媛のホームページ上で提供し、AYAがん情報を広く県民に周

知した。 

共同研究者（50音順） 

中瀬浩一（愛媛県立中央病院血液腫瘍科） 

徳田桐子（同小児科） 

武田千津（同がん患者支援） 

山下広恵（同外来化学療法室） 

青儀健二郎（四国がんセンター乳腺外科） 

 

A.研究目的 

がん診療拠点病院の整備要綱の「思春期と

若年成人（Adolescent and Young Adult; AYA）

世代）にあるがん患者については治療、就学、

就労、生殖機能等に関する状況や希望につい

て確認し、必要に応じて、対応できる医療機

関やがん相談支援センターに紹介すること。」

に関して、当院の実態を検討し、AYA 支援チ

ームのモデル作成を試みる。 

 

B.研究方法 

1．当院の AYA世代がんの問題点を調査するた

めスクリーニングシートを作成し、院内でス

クリーニング医を始める 

2．院内職員向けに AYA世代がんの問題に関す

る啓発活動を行う。 

3．当院を含む愛媛県内のネットワーク形成を

試みる。 

 

C.研究結果 

1．国立がん研究センターのスクリーニングシ

ートを元に、当院の緩和ケアチームで独自の

汎用スクリーニングシートを作成した（資料

1）。当院入院がん患者全てに実施した。 

2．啓発活動：地域連携懇話会とキャンサーボ

ードで AYAがん患者の症例検討を行って問題

を共有した。厚生労働省造血幹細胞移植医療

整備事業造血幹細胞移植推進拠点病院事業で

令和元年第 3回として中・四国の移植病院を

対象に AYA世代にフォーカスした四国ブロッ

クセミナー（中国ブロックセミナー共催）で

妊孕性温存について情報提供の機会を設けた。 

3．AYA世代対応ネットワーク・妊孕性ネット

ワーク事業を昨年に続き継続して、四国がん

センター、愛媛大学、その他愛媛県内の AYA

がんを治療している病院とネットワークを維

持している。 

①第 2回ネットワーク会議を開催（2019年 8

月）。 

②第 3回ネットワーク会議を開催（2020年 3

月）。－－実施予定であったが新型コロナ感染

症流行のため延期となった。（資料 2） 
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4．がんサポートサイト愛媛に「AYA世代対が

ん」に対する支援情報をがんサポート愛媛の

ホームページ上で提供し、AYA がん情報を広

く県民に周知した。https://e-cip.jp/ 

 

D.考察 

厚労省の研究で明らかにされた AYAがん患

者のニーズには、多職種の理解と連携が必要

となるものも多く、院内リソースのみでの対

応は困難なものもあるため、愛媛県内で地域

ネットワークを形成することを目標に、病院

間の連携を継続・発展させる必要性がある。 

E.結論 

 当院の AYAがん患者のスクリーニングを始

めニーズの把握に務めるとともに、院内リソ

ースの活用と県内でのネットワーク形成が不

可欠である。 

 

F.健康危険情報  

 なし 
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